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病理診断部の仕事の流れ⑨  

  ＜ 病理診断・細胞診断・剖検診断 病理医編 その１ ＞  
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 病理診断部は、検体受付や剖検依頼後、検査の目的や業務内容によって組織診、細胞診、
病態解析部門（電子顕微鏡・免疫・遺伝子解析・病理解剖）でそれぞれの検体を作製、剖検
実施などを行います。今回は、それらの業務を統合し、最終的に臨床担当医・患者さんに
フィードバックされる「病理診断」業務について紹介します。 
 

■ 病理診断とは 
 
 病理診断とは、患者さんの病気の治療方針を決めたり、治療の効果
を評価するために、主に患部から採取された組織の一部を顕微鏡で調
べて、病変の種類や性質などを見分けるものです。 
  私たちの体を構成する細胞は、何らかの原因で異常を来たすと、形
態（細胞の形や並びなど）が変わったり、普通では見られない種類の
細胞が増えてきたりします。その細胞の種類や形の変化を顕微鏡で捉
えて、病気の診断を行なうのが病理診断です。 
  

★病理診断関連ニュース（1）当院での病理診断に ついて「管理加算２」 
                     の適用が認められました 
 当院 病理診断部は、今春の保険診療報酬改定で「管理加算２」の認定を受けました。 

この管理加算だけで、年間 5,000万円の増収が見込まれます。 

 
 ※病理診断管理加算2に関する施設基準 
（1）病理部門が設置されており、病理診断を専ら担当する常勤の医師（専ら病理診断を担当した経験10年以上 
  有するものに限る。）が2名以上配置されていること。 
（2）病理標本作製及び病理診断の精度管理を行うにつき十分な体制が整備されている病院であること。 
（3）年間の剖検数・生検数が十分にあること、剖検室等の設備や必要な機器等を備えていること等を満たしている 
  こと。 
（4）臨床医及び病理医が参加し、個別の剖検例について病理学的見地から検討を行うための会合（CPC： 
  Clinicopathological Conference ）を少なくとも年2回以上行っていること。 
（5）同一の病理標本について、病理診断を専ら担当する複数の常勤の医師が鏡検し、診断を行う体制が整備さ 
  れていること。 

★病理診断関連ニュース（2） 「がん対策推進基本計画」が発表されました 
 
  今年6月発表された「がん対策推進基本計画」(全36ｐ)では、病理診断医の不足の深刻な 

 状況が述べられ、以下（抜粋）の様な指針が示されています。 

 

◆より正確で質の高い画像診断や病理診断とともに治療方針を検討できるよう、放射線診断医や病理診   

  断医等が参加するキャンサーボードを開催するなど、がんに対する的確な診断と治療を行う診療体制  

  を整備する（p8）。 

◆術中迅速病理診断など手術療法の方針を決定する上で重要な病理診断を確実に実施できる体制を整  

  備する（p10）。  

◆若手病理診断医の育成をはじめ、細胞検査士等の病理関連業務を専門とする臨床検査技師の適正配 

  置などを行い、さらに病理診断を補助する新たな支援のあり方や病理診断システムや情報技術の 

  導入、中央病理診断などの連携体制の構築などについて検討し、より安全で質の高い病理診断や 

  細胞診断の均てん化に取り組む（p18）。  

 

   
 病理診断を行なうためには、顕微鏡で細胞の形の変化を捉える能力と知識が必要ですが、
それに加えて患者さんの症状や経過、放射線画像所見などを理解して、総合的に病変や疾
患を理解する能力も不可欠です。このため、病理診断は、特別なトレーニングを受けた専
門医が（病理診断医）が医療行為として行っています。 
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78歳 女性の胃角部大弯（だいわん）側に
2cm大の隆起性病変が見つかりました。
病理医は、腺腫（せんしゅ）(良性の腫瘍）と 
病理診断しました。 
さて、この患者さんの生検組織像は 
Aでしょうか？ Bでしょうか？ 

答えはこの 
誌面のどこか 
にあります。 

［右上問いの答え：A   Bは中分化管状腺癌］ 

胃粘膜生検の病理組織像 

胃の内視鏡像 
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■ 病理診断クイズ 
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